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第 1 ྕ議 令和ඖ年ᗘ会務報告୪びにỴ⟬報告 

㹇 令和ඖ年ᗘ会務報告

（１）会議ཧຍ及び開ദ

１） PIANC 本部㛵ಀ

令和ඖ年ᗘࡣ、年ḟ総会（AGA）、࢝ンࢪ࣎・セࢼ࣑ー、ホ議会、ᇳ⾜委員会、

内陸水路委員会、海港委員会、環境委員会、ࣞࣞࢡーࣙࢩン委員会、国際協力委員会

及び若手技術者委員会のྛ✀会議にฟ席ࡓࡋ。ཧຍ≧ἣࡣ下表の通࠶࡛ࡾる。

会 議 開ദ日 開ദ地 日本ࡽのฟ席者（役⫋ࡣᙜのࡶの）

年ḟ総会

(AGA) 

5������� ⚄ᡞ 

（日本） 

ᕝᔱ ᗣ宏 
㡲野原 ㇏ 
ᯘ田 ༤ 
下司 弘之 
ὸ㍯ Ᏹ 
山本 大志 
平澤 興 
山口 ⱥᙲ 
ྜྷሯ 㟹ᾈ 
ὸᕝ 典敬 
ⓗ野 ༤⾜ 
ஂඖ ႐㐀 
ᒸ口 憲⩏ 
辻   ⱥ之 
西᳃ 正⮳ 

ᯘ  ༓ᬒ 

ᒸ田 ᾈ一 

Ύ水 ⌶  ୕

原 ⩏之 

成℩ 㐍 

⠛原 正 

ụ田 㱟彦 

㢼㛫 基樹 

東山 ⱱ 

（一社）海洋調査協会 会長 
（公社）日本港湾協会 理事長 
国際航路協会 副会長 
国土交通省 港湾局長 
国土交通省 大⮧官ᡣ 技術ཧ事官 
国土交通省 港湾局 国際企画室長 
国土交通省 港湾局首席国際調整官 
水産庁 ḟ長 
水産庁 漁港漁場整備部長 
水産庁 漁港漁場整備部 整備課長 
水産庁 漁港漁場整備部 上席漁港漁場ᑓ㛛官 
⚄ᡞᕷ長 
⚄ᡞᕷ 副ᕷ長 
⚄ᡞᕷ 港湾局長 
⚄ᡞᕷ 港湾局 技術ᢸᙜ局長 
⚄ᡞᕷ 港湾局 みなと興部長 
⚄ᡞᕷ 港湾局 みなと興部 興課長 
（一社）日本埋立浚渫協会 会長 
東ள建設ᕤ業（株）技術研究開発㺜ﾝﾀｰ 研究員 
IAPH 事務総長 
IAPH 副会長 
国際港湾交ὶ協会長㸭ᨺ㏦大学副学長 
東大学ᩍᤵ 
国際航路協会 日本部会 事務局長 

㺔ﾝ㺬㺼ｼ㺼㺏㺃㺜㺮㺣ｰ 

（報告事項� 

をཧ↷） 

5������� 

���

Phnom Penh 

（㺔ﾝ㺬㺼ｼ㺼㺏） 

ᯘ田 ༤ 
小野憲司 
平澤 興 
ụ⏫  

ࣛ・࣒࣊  ࣈ࣒ࣛ
東山 ⱱ 

ᕝᓮಇ正 

⸭୰克一 

ᘅ℩ᩔ司 

国際航路協会 副会長 
㜰⚄国際港湾（株）ྲྀ⥾役副社長（CoCom）

国土交通省 港湾局首席国際調整官 
（一社）港湾Ⲵ役機Ე࣒ࢸࢫࢩ協会 研究主幹 

東洋建設（株）㬆ᑿ研究所研究員（<3�&RP） 

国際航路協会 日本部会 事務局長 
 公ඹ事業㐠㍺省 -,&$ᑓ㛛ᐙࢪ࣎ン࢝

 港湾公社 -,&$ᑓ㛛ᐙࣝࣅࢡーࢾࣁࢩ

ᅾ࢝ンࢪ࣎日本国大㤋 等᭩記官 
ホ議会

（&RXQFLO） 

第��ᅇ 

5����� 

第��ᅇ 

R1.9.30 

⚄ᡞ 

（日本） 

Lyon 

 （ࢫンࣛࣇ）

ᯘ田 ༤ 

山本大志 

東山 ⱱ 

ᯘ田 ༤ 

国際航路協会 副会長 

国土交通省 港湾局 国際企画室長 
国際航路協会 日本部会 事務局長 

国際航路協会 副会長 
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会 議 開ദ日 開ദ地 日本ࡽのฟ席者（役⫋ࡣᙜのࡶの）

ᇳ⾜委員会 

（([&RP� 

5����� 

5������ 

5������ 

⚄ᡞ 

（日本） 

/\RQ 

 （ࢫンࣛࣇ）

%UXVVHOV 

�㺫㺼ﾙ㺕㺼ｰ� 

ᯘ田 ༤ 

同上 

同上 

国際航路協会 副会長 

同上 

同上 

内陸水路委

員会

（,Q&RP） 

5������ 

R2.1.28-29 

/\RQ 

 （ࢫンࣛࣇ）

%UXVVHOV 

�㺫㺼ﾙ㺕㺼ｰ� 

鈴木 勝 

同上 

日建ᕤ学（株）ᖖ務ᇳ⾜役員 

同上 

海港委員会

（0DU&RP� 

5�������� 

R2.1.28-29 

6WRFNKROP 

（㺛㺑㺈ｰ㺡㺼ﾝ） 

%UXVVHOV 

�㺫㺼ﾙ㺕㺼ｰ� 

樋口 嘉章 

同上 

（株）㺓㺶㺒ﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ᖖ務役員 

（株）㺓㺶㺒ﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ᑓ務役員 

環境委員会

�(QYL&RP� 

5����� 

R2.1.28-29 

⚄ᡞ 

（日本） 

%UXVVHOV 

�㺫㺼ﾙ㺕㺼ｰ� 

深海 正彦 

同上 

日㕲㺒ﾝｼ㺼㺤㺏㺶ﾝｸ㺼（株）㢳ၥ 

同上 

ﾚｸﾚｰｼｮﾝ 

委員会

�5HF&RP� 

5����� 

5������ 

⚄ᡞ 

（日本） 

/\RQ 

 （ࢫンࣛࣇ）

山下 雅人 

同上 

（一社）日本࣐ࣜーࣅ・ࢼーࢳ協会 理事 

同上 

若手技術者

委員会 

�<3&RP� 

5������ 

5������ 

6LQJDSRUH 

（ｼﾝ㺔㺼㺬㺽ｰﾙ） 

%UXVVHOV 

�㺫㺼ﾙ㺕㺼ｰ 

�㺑㺈㺪㺼会議� 

伴野 雅之 

ྜྷሯ  ᑦ⣧ 

港湾空港技術研究所 主任研究官 

日建ᕤ学（株）国際事業部 ಀ長 

㸰) PIANC-Japan㛵ಀ

国内ྛ✀ά動の᥎㐍のࡵࡓに、総会、理事会をጞࡵとするྛ✀会合を開ദࡓࡋ。

ձ 総会、理事会、企画委員会
会議等 開ദ日 開ദ場所

令和ඖ年ᗘ企画委員会 R1.6.17 国土交通省

第46ᅇ通ᖖ総会 R1.6.24 都ᕷセンターࣝࢸ࣍

第50ᅇ理事会 R1.6.24 都ᕷセンターࣝࢸ࣍
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伴野 雅之 

ྜྷሯ  ᑦ⣧ 

港湾空港技術研究所 主任研究官 

日建ᕤ学（株）国際事業部 ಀ長 

㸰) PIANC-Japan㛵ಀ

国内ྛ✀ά動の᥎㐍のࡵࡓに、総会、理事会をጞࡵとするྛ✀会合を開ദࡓࡋ。

ձ 総会、理事会、企画委員会
会議等 開ദ日 開ദ場所

令和ඖ年ᗘ企画委員会 R1.6.17 国土交通省

第46ᅇ通ᖖ総会 R1.6.24 都ᕷセンターࣝࢸ࣍

第50ᅇ理事会 R1.6.24 都ᕷセンターࣝࢸ࣍

ղ 令和ඖ年ᗘPIANC-Japanά動報告会

日㸸 令和ඖ年 6 月 24日（月）15:15㹼16:50
場所㸸都ᕷセンターࣝࢸ࣍

内ᐜࡣ下記の通ࡾ。

D�ྛ委員会のᴫせ 

・,Q&RP  鈴木 勝  日建ᕤ学（株）ᖖ務ᇳ⾜役員 

・(QYL&RP  深海正彦 日㕲㺒ﾝｼ㺼㺤㺏㺶ﾝｸ㺼（株）㢳ၥ 

・&R&RP  小野憲司 㜰⚄国際港湾副社長 

・<3&RP  伴野雅之 港湾空港技術研究所・主任研究官 

・5HF&RP 山下雅人 （一社）日本࣐ࣜーࣅ・ࢼーࢳ協会理事 

・0DU&RP  樋口嘉章  （株）㺓㺶㺒ﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂᖖ務役員 

E�⚄ᡞ$*$のᴫせ （国際航路協会2019年年ḟ総会ᐇ⾜委員会事務局） 
平澤 興 国交省港湾局首席国際調整官

ᒸ田ᾈ一 ⚄ᡞᕷ港湾局みなと興部興課長

F�ࢫ࣒ࣞ࢘・ࣃࢹ㈹ཷ㈹報告 

原⩏之 東ள建設ᕤ業 技術研究開発㺜ﾝﾀｰ・研究員

ճ 委員会・WG㛵ಀ者ពぢ交会

日㸸令和 2年 1 月 20日（ 月）16:00㹼
場所㸸代々木ᴦ部

報交の内ᐜ㸸ྛ委員会報告、ྛWG報告、国交省ࡽの報ᥦ౪ 等 

մ YPCom日本ᨭ部会合
会議等 開ദ日 開ദ場所

国内ࣝࢢーࣉ会議 H31.4.16-17 ྡྂᒇ

R1.11.14-15 㮵ඣᓥ

AGA㐃ᦠ会議 R1.6.4-7 ⚄ᡞ

յ PIANC⚄ᡞ年ḟ総会ᐇ⾜委員会（㐣年ᗘࡴྵࡶ）
会議等 開ദ日 開ദ場所

H29年ᗘ 第1ᅇ委員会 H29.10.25 国土交通省

第1ᅇ学術委員会 H30.1.18 ⤒῭産業省

第2ᅇ学術委員会 H30.3.22 OCDI 
第1ᅇ幹事会 H30.3.29 OCDI 

H30年ᗘ 第2ᅇ委員会 H30.6.19 国土交通省

第2ᅇ幹事会 H30.12.26 国土交通省

Rඖ年ᗘ 第3ᅇ幹事会 H31.4.9 国土交通省

第3ᅇ委員会 H31.4.22 国土交通省

第4ᅇ委員会 R2.2.6 国土交通省
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（㸰）委員会・研究ά動 

１）令和ඖ年ᗘのྛ委員会等の日本の委員ࡣ下表の通࠶࡛ࡾる。

㸰）ࡀࢃ国の委員ࡀཧ画するWGࡣ௨下の通࠶࡛ࡾる。 

内陸水路委員会(InCom) 

WG 
␒  ྕ

WG  ྡ 日本の委員 

128 
Alternative Technical-Biological Bank Protection Methods for Inland Waterways
内陸水㐠のࡵࡓの代替ⓗな技術 ⏕≀によるἙ岸防災手ἲ 

井上ᚭᩍ 港空研 

��� 
Health Monitoring for Port and Waterway Structures 
港湾及び航路構㐀≀のᗘデ  ᩿ ຍ⸨⤮ 港空研 

��� 開ദࡶてࡋ海港委員会:*とࡣ

海港委員会(MarCom) 

WG 
␒  ྕ

WG  ྡ 日本の委員 

145 
Berthing Velocities in Sheltered Environments 
ἼࡽᏲࡓࢀࡽ環境下࡛の᥋岸㏿ᗘ 

�ඹ同議長�上田ⱱ 

い࡛࠶ओ 

山℩ᬕ⩏ ओ㺪㺼㺶ｼ㺼㺛ﾄﾝ 

164 

Upgrade of Port Terminals by increasing dredged depth 
ቑ深によるターࣝࢼ࣑のᨵⰋ 

水㇂ᓫ亮 港空研

ᐑ田正  ྐ 国総研

167 

Design of terminal for RoRo and RoPax vessels 
RoRo࠾よびRoPax⯪⏝ターࣝࢼ࣑の設計 ➉ಙ正ᐶ 港空研

194 
A Framework for Early Contractor Involvement in Infrastructure Projects 
 るᕤ者᪩ᮇཧຍ᪉ᘧ（ECI᪉ᘧ）の構⠏ࡅ࠾整備にࣛࣇン

岸本㧗彦

㺜ﾝﾄ㺵ﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

山本大志 国交省

委 員 会 日 本 の 委 員

ExCom ᯘ田 ༤ 国際航路協会 副会長

InCom 鈴木 勝 日建ᕤ学（株）ᖖ務ᇳ⾜役員 

EnviCom 深海 正彦 日㕲㺒ﾝｼ㺼㺤㺏㺶ﾝｸ㺼（株）㢳ၥ

MarCom 樋口 嘉章 （株）㺓㺶㺒ﾝﾀﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ ᑓ務役員

CoCom 小野 憲司 㜰⚄国際港湾（株）ྲྀ⥾役副社長 

YPCom 伴野 雅之 �国研�海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所 

沿岸環境研究㡿ᇦ 沿岸土◁管理研究ࣝࢢーࣉ 主任研究官

RecCom 山下 雅人 （一社）日本࣐ࣜーࣅ・ࢼーࢳ協会 理事
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RecCom 山下 雅人 （一社）日本࣐ࣜーࣅ・ࢼーࢳ協会 理事

205 

Design and Construction of Breakwaters on Soft Seabeds 
㌾ᙅ地盤にࡅ࠾る防Ἴሐの設計と建設 

�議長�Ώ部せ一 大 
㧗ᶫⱥ⣖ 港空研

⇃㇂㝯宏 洋建設

208 

Planning for Automation of Container Terminals 
 の⮬動の計画ࣝࢼ࣑ターࢼࢸンࢥ

ྜྷỤ᐀⏕ 港空研

小野憲司

㜰⚄国際港湾

211 

update WG33 - Guidelines for the design of fender systems 

WG33の更᪂㸫防⯨ᮦの設計ࣛࢻ࢞ン 

上田ⱱ  い࡛࠶ओ 

米山⏨ 港空研

ụ㑓ᑗග ｼ㺨㺼ﾀᕤ業

(協力者)  
⛅山  ᩧ 沿岸㺜ﾝﾀｰ

212 
update WG24 - Criteria for acceptable movement of ships at berths 

WG24の更᪂㸫岸ቨにࡅ࠾る⯪⯧のチᐜ動ᦂ基‽ 
米山⏨ 港空研

213 
Design guidelines for marine multipurpouse terminals 
海上ከ┠ⓗターࣝࢼ࣑の設計ࣛࢻ࢞ン Ᏻ部ᬛ  ஂ 国総研

224 
Planning of Fishing Ports 
漁港の計画 ୰Ἠᫀග 東京海洋大 

225 

Seismic Design Guidelines for Port Structures 
港湾設の⪏㟈設計 

（議長） 
野ὠ ཌ 港空研

環境委員会(EnviCom) 

WG 
␒  ྕ

WG  ྡ 日本の委員 

214
Beneficial Sediment Use 
ሁ✚土◁の᭷ຠά⏝ 

野ὠගኵ 不動㺡ﾄ㺵 

原 㝯  不動㺡ﾄ㺵 

細ᕝ真ஓ 港空研 

PTG
Permanent Task Group on Climate Change 
Ẽೃ変動に㛵するᖖ設≉᳨ูウ会 

本ከ和彦 国総研 

国際協力委員会（CoCom） 

WG 
␒ྕ

WG  ྡ 日本の委員 

126 
Training in Ports and Waterways 
港湾࠾よび水路にࡅ࠾るࣞࢺーࢽンࢢ 

Ᏻ部ᬛ  ஂ 国総研 
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令和ඖ年ᗘ、ḟのWGࡽ研究報告᭩ࡀ発⾜ࡓࢀࡉ。 

WG  ྡ 研究報告᭩  ྡ

MarCom 
WG 185

Ports on Greenfield Sites – Guidelines for Site Selection and Masterplanning 
(2019) 
ᮍ開発地にࡅ࠾る港湾 – 㐺地㑅ᐃ及び基本計画にಀるᣦ㔪 

InCom 
WG 192 

Report on the Developments in the Automation and Remote Operation of Locks 
and Bridges 
 及びᶫᱱの⮬動・㐲㝸᧯సの発ᒎࢺーࢤ

InCom 
WG125/I

Guidelines and Recommendations for River Information 
Ἑᕝ報にಀるᣦ㔪及び່告 

InCom 
WG125/ϩ 

Technical report on the status of River Information Services (2019) 
Ἑᕝ報ࢧーࢫࣅの⨨࡙ࡅにಀる技術ⓗ報告

InCom 
WG 125/III 

RIS Related Definitions 2019 (2019) 
Ἑᕝ報ࢧー2019ࢫࣅ  

EnviCom 
WG 188

Carbon Management for Port and Navigation Infrastructure (2019) 
港湾・航路設の࢝ー࣎ン・࣓ࢪࢿ࣐ンࢺ 

EnviCom 
WG 175 

A Practical Guide to Environmental Risk Management for Navigation 
Infrastructure Projects (2019) 
航路設ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのࡵࡓの環境༴機管理に㛵するᐇ㊶ⓗᣦ㔪 

EnviCom 
WG 178

Climate Change Adaptation Planning for Ports Inland Waterways (2020) 
港湾内陸水㐠のࡵࡓのẼೃ変動㐺ᛂ計画 

RecCom 
WG 147

Guidelines for Managing the Relationship between Recreational Navigation 
and Commercial Ports (2020) 
 ンࣛࢻ࢞のࡵࡓン航⾜とၟ港との㛵ಀ管理のࣙࢩー࢚ࣜࢡࣞ

ͤWGの研究報告᭩についてࡣPIANC本部のHPよ࢘ࢲࡾンࣟー࠶࡛⬟ྍࢻる（会員ࡣ↓ᩱ）。 

 。（ToR࿘▱日ࡣ日）ࡓࢀࡉ設立ࡀ௨下のWG、ࡓࡲ

R1.7.16 MarCom 
WG224 

Planning of Fishing Ports 
漁港の計画

R1.7.16 MarCom 
WG225 

Seismic Design Guidelines for Port Structures 
港湾設の⪏㟈設計

R1.10.9 EnviCom 
WG226 

A Guide for Assessing and Managing Effects of Underwater 
Sounds from Navigation Infrastructure Activities 
航⾜ンࣛࣇにಀる水୰㡢のᙳ㡪のᑐᛂに㛵するᣦ㔪

R1.10.9 EnviCom 
WG227 

A Guide for Assessing and Managing Environmental Restrictions on 
Dredging and Disposal Operation 
浚渫ᕤ事の環境規ไのᑐᛂに㛵するᣦ㔪

R1.11.4 EnviCom-InCom- 
RecCom 
WG228 

Extended values of ‘Low-Use’ Inland Waterways 
ప⏝内陸水路の౯್ቑ大

R1.11.19 InCom 
WG229 

Guidelines for Sustainable Performance Indicators for Inland Waterways
内陸水路のホ౯㈨ᩱࣛࢻ࢞ン

R2.2.10 EnviCom 
WG230 

How to Attract Green Funding for Nature Based Navigation 
Infrastructure  
環境航⾜ンࣛࣇのᢞ㈨ពḧをྥ上ࡏࡉるࡵࡓの᳨ウ
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（㸱）ά動㈝の補ຓ

PIANC 本部の研究ά動等のཧຍ者にᑐࡋ、⏦ㄳにᛂࡌཧຍ㈝⏝の一部 （᪑㈝及び

ᐟἩ㈝な）をḟの会員に補ຓࡓࡋ。

（㸲）ᬑ及ά動 

１） ͆ Sailing Ahead͇（e-newsletters）、PIANC Yearbook、WG࣏ࣞーࢺを㓄ಙࡓࡋ。

㸰） PIANC-Japanの࣍ー࣒࣌ーࢪ(日本ㄒ∧・ⱥㄒ∧)の内ᐜを更᪂するととࡶに、

PIANC-Japan News Letter（会員㝈ࡾ）を࣍ー࣒࣌ーࢪにᥖ㍕ࡓࡋ。

ͤPIANC-JapanのHPのURLࡣ  http://www.pianc-jp.org （和）

http://www.pianc-jp.org/en （ⱥ） 
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（㸳）ࡑの 

令和 2 年 3月 31 日⌧ᅾの会員ᩘࡣ௨下の通࠶࡛ࡾる。 

会員の種別 H31.3.31 増 減 R2.3.31 

正会員 

団体会員 
56 

+3
〈+4-1〉 

59 

(ﾌﾟﾗﾁﾅ及び賛助会
員、内数) 

（2） （0） （2） 

個人会員 

普通会員 107 
-2

〈+6-8〉 
105 

(40 歳以下、内数) （11） 
（+1） 

〈+3-2〉 
（12） 

学生会員 0 0 0 

名誉会員・終身会員 3 0 3 

合計 166 +1 167 

ͤな࠾、᪂年ᗘになࡗて௨㝆（令和2年4月௨㝆）、更なるධ㏥会ࡵࡓࡓࡗ࠶ࡀ、⌧Ⅼ（令和2年 

6月1日）࡛ࡣ、下記の通ࡾ。 

団య会員 59-2=57 

 ಶ人ᬑ通会員 105+1-11=95 （う40ࡕṓ௨下 12-4=8） 

 ྡ会員・⤊㌟会員 3-1=2 

 合計       167+1-13=155 167�1�14�154
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ϩ 令和ඖ年ᗘ Ỵ⟬報告（）
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第 2 ྕ議 令和 2 年ᗘ事業計画୪びにᨭண⟬ 

I 令和 2年ᗘ事業計画 

��� ά動᪉㔪

ᡃࡀ国の国┈に沿うࡇとࡶᛕ㢌に⨨ࡁつつ、官Ẹ࡛㐃ᦠࡋてḟのᑐᛂを⾜う。

ձᡃࡀ国港湾技術の国際ᶆ‽ᨭ

ղᡃࡀ国の港湾技術ࡸ政策のୡ⏺の発ಙ

ճྛ国のPIANC国内委員会との㐃ᦠ等を通ࡓࡌPIANC-Japanの࣡ࢺࢵࢿーࢡのᐇ

と、ࢪᇦ内のPIANCά動ά発の㈉⊩ 
な࠾、上記ά動にᙜࡗࡓてࡣḟのᑐᛂを基本とするࡇととする。

ձ PIANC 本部に࠾いて⾜ࢀࢃるά動の基本᪉㔪ࡸ計画なのỴᐃに✚ᴟⓗに㛵ࡋ、

PIANCά動の発ᒎに㈉⊩する。

ղ PIANC本部に࠾いて⾜ࢀࢃる研究ά動に✚ᴟⓗにཧ画ࡋ、ᡃ 国港湾技術の国際ᶆࡀ

‽及び港湾技術報の国際交ὶのಁ㐍に㈉⊩する。

ճ 上記ά動のཧຍ者にᑐࡋ、ᚲせにᛂࡌά動㈝のᨭを⾜う。

մ 日本部会会員┦の報交をಁ㐍する。

յ 日本部会の⤌⧊のᙉ及びά動のάᛶをᅗる。

ն Young Professional のά動⥅⥆をᅗる。

շ 会員ࢧーࢫࣅのྥ上をᅗる。

��� 会議ཧຍ࠾よび開ദ

１）PIANC本部㛵ಀ

令和2年5月にBristol（ⱥ国）にて開ദணᐃ࡛ࡓࡗ࠶年ḟ総会（AGA）及び㛵

㐃会議ࡣ、᪂ᆺࢼࣟࢥឤᰁᣑ大のᙳ㡪によࡾᘏᮇࢀࡑ、ࡀࡓࢀࡉ௨外のCouncil, 
ExCom、ࡑの委員会なに✚ᴟⓗにཧຍする。な࠾、令和ඖ年ᗘྛ✀委員会の

ཧຍ委員ࡣḟの通࠶࡛ࡾる。

ExCo㹫 ᒸ田 ග彦 国際航路協会 副会長（ணᐃ）

InCom 鈴木 勝 日建ᕤ学(株) ᖖ務ᇳ⾜役員 

MarCom 樋口 嘉章 (株)࢚ࣜ࢜ンタࣝࢥンࣝࢧタンࢶᑓ務役員 

EnviCom 深海 正彦 日㕲㺒ﾝｼ㺼㺤㺏㺶ﾝｸ㺼(株) 㢳ၥ 

CoCom 小野 憲司 㜰⚄国際港湾(株)ྲྀ ⥾役副社長 

YPCom ,伴野 雅之 (国研)うみࡽࡑ研 港湾空港技術研究所 

沿岸環境研究㡿ᇦ 沿岸土◁管理研究ࣝࢢーࣉ 主任研究官

RecCom 山下 雅人 (一社)日本࣐ࣜーࣅ・ࢼーࢳ協会 理事 
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沿岸環境研究㡿ᇦ 沿岸土◁管理研究ࣝࢢーࣉ 主任研究官

RecCom 山下 雅人 (一社)日本࣐ࣜーࣅ・ࢼーࢳ協会 理事 

㸰）PIANC-Japan㛵ಀ 
国内ྛ✀ά動の᥎㐍のࡵࡓに、総会、理事会、企画委員会等の会議を開ദする。

（�）研究ά動 

１）ྛ✀స業部会（WG）のཧຍ 
InCom、MarCom、EnviCom、CoCom、YPCom、RecComなのྛ✀స業部 
会（WG）にཧຍࡑ、ࡋのฟ席及び国内࡛開ദࢀࡉる会合のᨭを✚ᴟⓗに⾜う。 
本年ᗘࡽཧຍする㹕㹅とཧຍ者ࡣ下表の通ࡾ。

224 
Planning of Fishing Ports 
漁港の計画 

୰Ἠᫀග 東京海洋大 

225 

Seismic Design Guidelines for Port Structures 
港湾設の⪏㟈設計 

（議長） 
野ὠ ཌ 港空研

㸰）ㄽᩥເ㞟 

“Sailing Ahead͇（e-newsletters）のᐤ✏をびࡅるととࡶに、若い技術者ࡸ

研究者をᑐ㇟とࡓࡋDe Paepe-Willems㈹のㄽᩥᛂເをዡບする（ᥦฟ⥾ษࡣ

 。（8月31日、ᩥ9月30日ࢺࢡࣛࢺࢫࣈ
ͤヲ細についてࡣ下記ཧ↷

https://www.pianc.org/awards/pianc-de-paepe-willems-award
https://www.pianc.org/uploads/RULES-FOR-APPLICATION-DPWA.pdf

㸱） ࡑの

PIANC-Japanのά動の㊃᪨に沿ࡓࡗ調査事業等をᨭする。 

（�）ά動㈝の補ຓ

１）PIANC本部㛵㐃会議のཧຍ㈝⏝の補ຓ 
PIANC本部㛵㐃会議(WG等)のᡃࡀ国ࡽのཧຍ者にᑐࠕ、ࡋPIANC本部㛵

㐃会議ཧຍ᪑㈝補ຓ㔠規⛬ࠖにᚑい、ᚲせᛶに基࡙ࡃ⏦ㄳにᛂࡌてཧຍ㈝⏝の一部

（航空㐠㈤、ᐟἩ㈝等）を補ຓする（原則とࡋて、上㝈㢠1ࡣᅇのฟᙇにつ25ࡁ
（ࢪ地ᇦにࡗ࠶て20ࡣ））。  
てཧຍ㈝⏝をࡌ㛵㐃会議にฟ席する場合㸪⏦ㄳにᛂࡀ海外ᅾ୰のᑓ㛛ᐙ、ࡓࡲ

補ຓする。

㸰）PIANC本部㛵㐃会議(WG等)のᡃࡀ国࡛の開ദのᨭ 
PIANC本部㛵㐃会議(WG等)にᑐࡋ、ᚲせにᛂࡌて開ദ㈝⏝を補ຓする。 

㸱）ྛ✀ㄽᩥ等のస成に㛵ࡋ⩻ヂ等ࡀᚲせな場合、⩻ヂ㈝等を補ຓする。
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（�）会員ࢧーࢫࣅ

１） PIANC本部࠾よび日本部会のά動≧ἣを会員に⤂するࡵࡓḟのࡇとをᐇする。 
国際航路協会日本部会㐠Ⴀ内ࠕ・ (ࠖ令和2年∧)のస成

・PIANC Yearbookの⤂

・PIANC WG報告᭩の⤂

㸰） PIANC-Japanの࣍ー࣒࣌ーࢪ(日本ㄒ∧・ⱥㄒ∧)の内ᐜを更᪂する。 
㸱） WG報告᭩等の୰ࡽ、日本部会会員にとࡗて᭷⏝な報告᭩を日本ㄒに⩻ヂ、

㓄ᕸする。

㸲） 会員ྥࡅ報告会を開ദする。

 るPIANCά動のάᛶࡅ࠾地ᇦ等にࢪ（�）
PIANCࢪኴ平洋会議（11月30日㹼12月4日、Fremantle࠾いて開ദணᐃ）

等の場をά⏝ࡋて、ࢪ地༊にࡅ࠾るPIANCά動のάᛶをᅗる。  
11月16㹼20日開ദ、ࣛࢽ࣐） PIANC-COPEDEC X Conference 2020、ࡓࡲ

ணᐃ）に✚ᴟⓗにཧຍするととࡶに、ࢪ地ᇦの技術者ࡀ同会議にཧຍするΏ航

㈝⏝をᨭするࡇと（๓ᅇの2016 in Rio de Janeiro大会と同㢠の200のᣐ

ฟ）等によࡗてά動のάᛶをᅗる。

ͤPIANC-COPEDEC（International Conference on Coastal and Port
Engineering in Developing Countries）ࡣ、㏵上国の港湾技術者ࡸ࢘ࣁ࢘ࣀࡀ

⤒㦂をඛ㐍国の技術者と┦に交࡛ࡁる場をᥦ౪するࡇとを┠ⓗに、㸲年に

一ᗘ開ദࢀࡉている。

の✚ᴟⓗなཧຍに、Smart Rivers 2021（༡京、2021年10月19㹼22日）ࡽࡉ

にྥࡅ、年ᗘよࡾ‽備を⾜う。

のࡑ（7）

本部ࢼࢳࣛࣉ会員のධ会່ㄏをಁ㐍する。
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ϩ 令和 2年ᗘண⟬

１．収入 （単位：円） 

科  目 (A）令和元年度 

予算額 

令和元年度 

決算額 

(B）令和2年度 

予算額 

(B）-(A） 備 考 

会費 10,411,000 10,401,000 9,965,000 △446,000 

個人会費 1,490,000 1,480,000 1,350,000 △140,000 

団体会費 8,921,000 8,921,000 8,615,000 △306,000 

雑収入 1,000 11,156 1,000 0 

神戸AGA残金還付 0 2,513,218 0 0 

当期収入合計 10,412,000 12,925,374 9,966,000 △446,000 

前期繰越収支差額 2,158,552 2,158,552 4,098,589 1,940,037

収入合計 12,570,552 15,083,926 14,064,589 1,494,037

２．支出 

科  目 (A);令和元年度 

予算額 

令和元年度 

決算額 

(B）令和2 年度 

予算額 

(Ｂ)-(A) 備 考 

事務局管理運営費 3,500,000 2,848,489 4,300,000 800,000 

 物  件  費 2,100,000 1,808,486 2,000,000 △100,000 印刷、通信、パソコン、送料、消耗品 

 会  議  費 900,000 725,797 800,000 △100,000 理事会・総会等 

 会議出席旅費 500,000 314,206 1,500,000 1,000,000 会長・事務局長旅費 

研究事業費 3,800,000 3,751,805 4,700,000 900,000 

 物  件  費 50,000 88,578 100,000 50,000 活動報告会等 

会  議  費 50,000 110,000 100,000 50,000 

会議出席旅費 2,400,000 2,528,522 2,500,000 100,000 委員会、WG出席補助 

活動活性化費 1,300,000 1,024,705 2,000,000 700,000 COPEDEC 

本部会費 3,947,000 3,885,043 3,187,000 △760,000

コングレス出席積立預金

支出 

500,000 500,000 500,000 0 

予  備  費 0 0 0 0 

当期支出合計 11,747,000 10,985,337 12,687,000 940,000 

次期繰越額 823,552 4,098,589 1,377,589 554,037 
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第 3 ྕ議 役員等の㑅任について 

1. 役員の㑅任

役員の任ᮇ‶に伴い、ḟᮇ役員を日本部会規約第8条（役員の㑅任）及び第10条（役員の任ᮇ）

によࡾ㑅任するࡵࡓ、௨下のようにᥦする。

理事 
稲田 雅⿱ ᪂任  国立研究開発ἲ人 海上㺃港湾㺃航空技術研究所 港湾空港技術研究所 所長 
ᒾἼ ගಖ 任 東京ᕤ業大学 環境㺃社会理ᕤ学㝔 土木㺃環境ᕤ学⣔ ᩍᤵ 
ᒸ田 ග彦 任 国際航路協会 副会長（ணᐃ） 
ᕝᔱ ᗣ宏 任 (一社)海洋調査協会 会長 
菊ụ ႐ 任 東京理⛉大学理ᕤ学部土木ᕤ学⛉ ᩍᤵ 
Ύ水 ⌶  ୕ 任 (一社)日本埋立浚渫協会 会長 
㡲野原 ㇏  任 (公社)日本港湾協会 理事長 
㧗  ʟ 㔜㞝 任 (一財)沿岸技術研究センター 理事長 
㧘  ྜྷ ࿃  任 (一財)漁港漁場漁村総合研究所 理事長 
ᶫ本 ∾  任 (公社)国漁港漁場協会 会長 
ᯘ田 ༤  任 (一財)港湾空港総合技術センター 技術㢳ၥ 
水上 ⣧一 ᪂任 国土交通省 国土技術政策総合研究所 副所長 
୕Ꮿ ග一 ᪂任 (一財)国際臨海開発研究センター 理事長 

監事 
ᇼᕝ 洋 任  ओ୕井E&S㕲構࢚ンࣜࢽࢪンࢢ 技術本部 技ᖌ長 
ඵ㇂ ዲ㧗 ᪂任 ࢪࣇタ㐨路ओ ᖖ務ྲྀ⥾役 

 。会長を理事の㑅࡛Ỵᐃする、ࡾ日本部会規約第8条第2項によ、ࡓࡲ
 。Ỵᐃするࡾ副会長を会長のᣦྡによ、ࡾに、同条第3項によࡽࡉ

2. 事務局長

ḟᮇ事務局長を日本部会規約第18条第2項の規ᐃによࡾ㑅任するࡵࡓ、௨下のようにᥦする。 

鈴木 勝 ᪂任 日建ᕤ学ओ ᖖ務ᇳ⾜役員

 ̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿̿

࠙ཧ⪃ࠚ

・日本部会規約第8条（役員の㑅任）

理事及び監事ࡣ、総会に࠾いて正会員の内ࡽ㑅任する。

㸰㸬会長ࡣ、理事の㑅とする。

㸱㸬副会長ࡣ、会長のᣦྡによる。

・同10条（役員の任ᮇ）

役員の任ᮇ2ࡣ年とする。ࡋࡔࡓ、任をጉࡆない。 
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報告事項１

企画委員会委員の交替について

人事異動等に伴い、日本部会規約第17条の2（委員会）及び国際航路協会日本部会企画委員会細則

(平成24年6月22日)による企画委員会の委員を下記のように変更する。 

令和2年6月（敬称略、順不同） 
委 員 長 山本 大志 国土交通省 港湾局 産業港湾課 国際企画室長

副委員長 井上 真一 国土交通省 港湾局 技術企画課 技術監理室 課長補佐

委 員 村上 学 国土交通省 国土技術政策総合研究所 管理調整部 企画調整課長

〃 米山 正樹 水産庁 漁港漁場整備部整備課 課長補佐

〃 菊地 弘之 (国研)海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所 管理調整・防

災部 企画調整・防災課長

〃 石原 洋 (独)国際協力機構 社会基盤部 技術審議役

〃 水飼 和典 東京都 港湾局 港湾整備部 計画課長

〃 佐々木 宏 (一社)日本埋立浚渫協会 調査役兼企画部長

〃 西園 勝秀 (一財)沿岸技術研究センター 研究主幹 
〃 稲田 亮 (一財)国際臨海開発研究センター 研究主幹 
〃 鎌田 一郎 (一財)みなと総合研究財団 首席研究員 
〃 坂 克人 (一財)港湾空港総合技術センター 研究主幹 
〃 武田 真典 (一社)水産土木建設技術センター 調査研究部 主任研究員

〃 原田公一郎 (一社)港湾技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 ((株)日本港湾ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ海外事業本部長) 
〃 鈴木 勝 国際航路協会本部 内陸水路委員会日本代表

〃 樋口 嘉章 国際航路協会本部 海港委員会日本代表

〃 小野 憲司 国際航路協会本部 国際協力委員会日本代表

〃 深海 正彦 国際航路協会本部 環境委員会日本代表

〃 山下 雅人 国際航路協会本部 ﾚｸﾚｰｼｮﾝ委員会日本代表

〃 伴野 雅之 国際航路協会本部 若手技術者委員会日本代表

事務局 平澤 興 国土交通省港湾局産業港湾課 首席国際調整官

 鈴木 勝 PIANC-Japan 事務局長 
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報告事項 2 

るࡅ࠾にࢪ࣎ン࢝ PANC セࢼ࣑ーについて（開ദ⤖ᯝ） 

����、ࡀーࢼ࣑セ・ࢪ࣎ン࢝&$1,3年��月��日㹼��日にࡅてࣀࣉン࣌ン（ࣀࣉン

࡛（ࣝࢸ࣍ン࣌ 開ദ࢝。ࡓࢀࡉンࡣࢪ࣎����年�月に3,$1&にຍධࡓࡋ。本セࢼ࣑ー

国港湾㛵ࢪ࣎ン࢝、てࡋとを┠ⓗとࡇの3,$1&ά動をຓ長するࢪ࣎ン࢝ຍධᚋの、ࡣ

ಀ者、3,$1&本部及び3,$1&日本部会の協力のࡶとᐇࢀࡉ、産官学㛵ಀ者�ࡋཧ㞟ࡀྡ�

&$1,3ࡀの港湾㛵ಀ者ࢪ࣎ン࢝、ᚋ、ࡾーのᐇによࢼ࣑本セ。ࡾ下記の通ࡣᴫせ。ࡓ

ά動にཧຍするࡇとと┦ಗࡗて港湾興ࡀ㐍࡛ࢇいࡇࡃとࡀᮇᚅࢀࡉる。 

࠙ෑ㢌ᣵᣜ  ࠚ ・ 

・3,$1&ᯘ田副会長（日本部会長） 

ン長官ࢫン࣋・ン国公ඹ事業㐠㍺省（03:7）ࢪ࣎ン࢝・

࠙セࢼ࣑ーの内ᐜ  ࠚ

・3,$1&本部ࣞ࣌࢝ン事務局長による3,$1&のᴫせㄝ᫂

国公ඹ事業㐠㍺省ࢪ࣎ン࢝ンᩍᤵ及びࢤのࣜタࣜン（ࢲンࣛ࢜）ᕤ⛉大ࢺࣇࣝࢹ・

の࣎ーン・ࣦࢸࢵー海事港湾局ḟ長による基調ㅮ₇ 

・3,$1&国際協力委員会ࣕࢪン・ࣞࣉࣗࢹ・ࢡ࣐ࣝẶ（ࣛࣇンࢫ）及び࢘・ࢹࣞࣇ

ࣦ࣒ࣛࣛ・࣒࣊、（協会࣒ࢸࢫࢩ港湾Ⲵ役機Ე）ụ⏫Ặ、（ーࢠࣝ࣋）Ặࢬン࢙

Ặ（東洋建設）をࡵࡌࡣとする3,$1&日本部会㛵ಀ者、࢝ンࢪ࣎の港湾ศ野のᑓ

㛛ᐙによるྛ✀ࢮࣞࣉン及びࣙࢩࢵ࢝ࢫࢹࣝࢿࣃン




